
3以上の奇数は, 連続する 2つの自然数の平方の差として表される。

例 5 = 32 − 22

(1) 9を, 上の例のように, 連続する 2つの自然数の平方の差として表しなさい。

(2) nを 3以上の奇数とする。nを連続する 2つの自然数の平方の差として表したとき, こ
の連続する 2つの自然数のうち小さい方を pとして, pを nを用いて表しなさい。
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